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外傷理論は「越えられる」のか?
―あるいは「怠けロジック」の話

岡野憲一郎　

　このたび岩崎学術出版社より『新・外
傷性精神障害―トラウマ理論を越え
て』を上梓した。この本はオリジナル
に相当する 年の『外傷性精神障害
―心の傷の病理と治療』（以下，前書，
と呼ぶ）にかなり大幅な加筆を施したも
のである。前書は外傷というテーマがわ
が国の精神医学界に本格的に導入される
タイミングと一致したこともあり，それ
なりの役割を果たすことが出来たと自負
している。その上私にとっては初めて世
に問うこととなった思い出深い書である。
当時はまだ精神的な外傷に関する専門書
は少なく，奇しくも前書の出版の直前に
起きた阪神淡路大震災がきっかけとなっ

て，外傷， フラッシュバックと
いった言葉が一般にも浸透し始めた段階
であった。
　さて早いものであれから 年が経っ
たが，状況は大きく様変わりしている。
外傷関連の書は毎年数多く出版される
ようになり，わが国にも心的外傷に関
する全国レベルでの学会（日本トラウ
マティック・ストレス学会）が成立し
た。外傷，という言葉に代わって「トラ
ウマ」が多く用いられるようになり，こ
ちらの方が一般人に受け入れられやすく
なっている印象もあり，私も本書の「ト
ラウマ理論を越えて」という副題に用い
てみた。
　しかしそれでもこの 年という期間
は，外傷の概念やその治療法が十分に熟
成し，臨床家一般に浸透するには決して
十分とは言えない。日本における外傷理
論の深まりに微力ながら貢献したものと
しては，前書を増補改訂する際には，そ
こに盛り込まれた内容をさらにじっくり
深めるべきところであろう。私は本書に

おかの・けんいちろう＝精神医学，精神分析
国際医療福祉大学教授。著訳書にストリーン
著『ある精神分析家の告白』，『新しい精神分
析理論』，『中立性と現実』，『解離性障害―多
重人格の理解と治療』，『脳科学と心の臨床』，
『治療的柔構造』（以上，岩崎学術出版社），『心
のマルチネットワーク』（講談社），『自然流精
神療法のすすめ』（星和書店）など多数。この
ほど『新・外傷性精神障害』を執筆・刊行



「トラウマ理論を越えて」という副題を
つけ，外傷の持つ主観的な性質やレジリ
エンスの概念，アレルギーモデルといっ
た外傷理論をさらに深化させるような概
念をそれなりに盛り込んだつもりでは
あった。しかし一方では私の頭からより
根本的な問いが消えることがない。そも
そも外傷理論は，この 年の間に，ほ
んとうにあるべき姿で浸透したのか，と
いう問題である。実は案外そうではない
のではないか？
　私の用いる意味での外傷理論は，あえ
て単純化して言うならば，「患者さんは
過去に負った外傷の犠牲者である」とい
う見方である。いうまでもなくこれは一
面的な見方であり，極論である。しかし
人々の注意を喚起し，意識を変える上で
は極論も必要なのだ。そして一つの極論
が提出された後では，そこからの揺り戻
しが生じるのが世の常であるし，それで
いいのだ。しかしこの外傷理論について
は，そのような揺り戻しを起こす必然性
はほとんどないと私は考えている。なぜ
なら専門家はいざ知らず，一般の人々の
意識は，いまだに最初の外傷説という
「揺れ」が起きる以前のレベルにとど
まっている場合が多いということも，私
は実感するようになってきている。それ
はどういう意味なのか
　ある私の臨床心理士のバイジーさん
が，スクールカウンセラーとしての体験
から，こんな例を示してくれた。生徒の
一人，小学 年生の 子さんが，「最近
時々記憶がなくなることがあるようだ」
と相談に来たという。「家にいたはずが，

気がついたら近所にふらふら歩いてきて
いた」，「友達に『昨日も会ったじゃな
い？』と言われたが，覚えがなかった」，
「知らない人に親しく話しかけられた」，
などと話す。また「夢で，親しい友人を
殺してしまい，パニック状態で目が醒め
た」，「自分が自分のようでなく，誰か
にロボットで操られている感じがする」，
とも訴えるという。少し慣れた臨床家な
ら，すぐにでも心的外傷に関連した解離
性障害を疑いだすような例といえる。
　ところがその臨床心理士が さんの
両親に専門家に相談するように薦めても，
反応がどうもよろしくない。彼らは次の
ように言ったという。
　母親：「 子はどうも困難から逃げて，
なかったことにしようとするところがあ
るんです。」
　父親：「どうせ 子はごまかしたり
うそをついたりしているのではないか。
もっと何か打ち込むことがあれば，乗り
越えられるはずだろう。家ではお笑い番
組を見てケラケラ笑っていることもある。
専門的なケアを受けることで，おかしな
問題が助長されるのではないか。もし専
門的なケアを受けないと，何か重大なこ
とにでもなるというのか？　そのことの
ほうをむしろ聞きたい。」
　ということで専門家に相談してはどう
か，というスクールカウンセラーの立場
からのすすめは結局聞き入れられずじま
いであったという。
　私はこのような話を聞くと愕然とする
のである。一昔前，それこそ外傷理論が
導入される前と全く変わっていないでは



ないか……。
　私達が日常の臨床で出会うストレスや
トラウマの犠牲者たちは，その多くが
「怠けだ」「症状を誇張している」「わざ
とらしい」という目を周囲から向けられ
ている。症状を本人の怠けやずる休みの
口実とみなすという意味で，私はそれを
「怠けロジック」と呼んでいる。（あく
までも私が作った呼び方で一般性はない
が。）「怠けロジック」は先ほどの「患者
さんは過去に負った外傷の犠牲者であ
る」という立場とはちょうど反対側に
あるものだ。したがって病者がかけら
れる言葉は「しっかりしろ！」「考えす
ぎだ。」「頑張れ！」「自分だけが苦しい
と思うな。」などが典型的である。そし
て極め付けが「甘えるな！」「気合が足
りない 」である。専門機関に相談する，
というのもさしずめ「甘え」を助長する
以外の何ものでもない，ということに
なってしまう。また先ほどの さんの
例でもわかるとおり，一番理解してくれ
る存在であるべき家族が，こともあろう
に真っ先にこの「怠けロジック」に従う
ことが多い。患者さんの多くが家族に恨
みや怒りを抱くとしたら，それなりの理
由があるのだ。
　「怠けロジック」は外傷理論の推進派
（そして私にはそれが正統派に思える）
にとっては，非常に手ごわい相手である。
外傷の犠牲者を「怠け」や「仮病」とと
らえる傾向は，ある意味で非常に自然な
ことだからだ。人間の本性に根ざしてい
るらしい。古今東西の歴史を通じて，病
や外傷の犠牲者が，所属する共同体から

手厚く保護された例などは，ほとんど聞
いたことがない。弱者優先の社会は，稀
有な開明的リーダーが人心を掌握するこ
とができたきわめて限られた期間に限ら
れるのである。ごく平凡なリーダーを持
つ普通の集団は，最初から迷うことなく
「怠けロジック」に従い，病者を「怠慢
で気合の足りない」人々，いわば社会の
不心得者として扱う。残念ながら，これ
をお読みになっている読者も書いている
私自身も，身をおいている社会からその
影響を逃れることはできないのである。
「怠けロジック」のこれほどまでのパ
ワーの理由はわからないが，可能性とし
てはいくつか考えられる。人間は常に差
別したり悪人呼ばわりしたりする対象を
望んでいるからかもしれない。あるいは
病や外傷はそれを考えることが人々を不
安にさせるために，それを怠けものとし
て片付けることで，犠牲者の存在を否認
したいのかもしれない。さらには自分た
ちが加害者側に立っているという可能性
を認めたくないということも影響してい
るのであろう。それらがこぞって「怠け
ロジック」を支持する。
　患者さんを外傷や病の犠牲者として捉
える外傷理論は，極論であるだけに強
いメッセージ性や政治性を帯びている。

や解離性障害についての一般の
人々の認知が高まるのに伴い，外傷理論
がわが国でも確実に浸透して行った経過
は，前書でも本書でも述べたとおりであ
る。しかしそれは家庭や学校や職場のレ
ベルでは，しばしば「怠けロジック」に
押しつぶされてしまう極めて脆いもので



もあるのだ。そしてまれにではあるが，
病を装い二次利得を追求するような真の
不心得者にも出会うと「怠けロジック」
は一気に力をまし，外傷理論をうち消し
てしまう可能性があるのである。そのよ
うな時に外傷理論を維持擁護していくの
は誰だろうか
　おそらくそれは「怠けロジック」の仕
組みを理解して不要な後ろめたさを払拭
した患者さん自身であり，家族でもある

のだ。家族はしばしば病者を最初に病気
を誤解する人となるが，彼らは最初に理
解し，最大の味方になってくれる可能性
がある。そしてもちろん私たち臨床家の
役割も大きい。
　「トラウマ理論を越える」と意気込ん
だ私も，もう一度原点に戻って外傷理論
について一般の人々の蒙を開き続ける覚
悟を新たにする今日この頃である。

◇書評エッセンス◇

治療的柔構造
岡野憲一郎著

　柔構造という言葉は今日

では「柔構造の日本経済」

とか「柔構造の日本人」と

いう風に，さまざまの分野

に通用する概念になってい

るという。そこで心理療法

においても，さまざまの理

論をうまく架けて柔構造的

な実践を考えてみようでは

ないかというのが，つまり

本書の主旨なのである。精

神分析だけをとってみても，

その中にはさまざまの理論，

考え方がある。心理療法全

体としては非常にたくさん

の考え方がある。それらお

互いを対立的なものとして

みるのではなく，むしろ相

補的な関係をそこに見出し

て，全体として柔剛とりま

ぜて調和のとれた実践を目

指すというわけである。

　「柔軟性を重んじた治療

原則」というのが本書の主

眼といっている分，差し支

えないのだろうと思うが，

この柔軟性，柔構造にはい

くつかのことが重層的に述

べられているように思える。

たとえば臨床の初心者向け

の部分と専門家向けの部分

とがうまくブレンドされて

述べられているということ

がまずあげられよう。また

日本とアメリカの臨床の実

際の違いや，臨床家に求め

られているものがどれほど

違っているのかも述べられ

ていて，そういうことに興

味をもつ人にとっては刮目

の書といえるだろう。さら

に本書の中には著者のかな

り思いきった自己開示の部

分もある。ご自身の個人的

な体験の数々が細かく提示

されるのである。著者なら

ではのことではなかろうか。

　治療とは関係ない分野の

人々の仕事の内容も，本書

の論点をより明確にする目

的で引用される。自然界の

法則のようなものも同じ目

的で紹介されたりもする。

合気道，柔術，柔道の話も

出てくる。柔構造として重

層的に用立てられているの

である。（評者・小倉清＝

クリニックおぐら■精神分

析研究 53巻 3号（2009）

より抜粋）



　クリストファー・ボラス先生は
年 月に，日本精神分析学会の招きで
来日したが，先生の著書の読者なら，先
生が無類の音楽好きであることは先刻承
知のことだろう。一例として，「
（笑い飛ばすこと）」の中のあるエッ

セイで先生は，レコード店のショーウィ
ンドウでミニマル･ミュージックの巨匠
フィリップ・グラスのオペラ「アクナー
テン（ ：古代エジプト 王
朝のファラオで，ツタンカーメンの父親
でないかと言われている。アメン信仰を
排して，アトン信仰を唱えたために，神
官たちから恨まれ殺されたことがオペラ
の主題になっている。）」のレコードの宣
伝を見つけ，それを買うかどうか逡巡す
ることから連想が広がっていくのだが，

その背後に自分の出自にまで遡っていく
連想の流れがあることを描写している。
他のエッセイでも，無意識の働きを説明
する際に，音楽家や演奏家のことがたび
たび言及されている。先生は，精神分析
家であると同時に，創作家でもあるので，
音楽を含めた芸術に造詣が深いことは，
当然といえば当然のことと言えるだろう。
音楽と言っても，先生の場合は，いわゆ
るクラシック音楽が中心であるが（ロッ
クは分からないとどこかで書いていた）。
また，先生は会話の中で，教育分析を受
けていたときに，自分の前のクライエン
トがチェリストのジャクリーヌ・デュプ
レだったが，デュプレはその当時既に多
発性硬化症を発症していて車椅子に押さ
れてやってきて，いつも手を振っていた
ことを少し悲しい思い出として語ってい
た。
　ところで，フロイトが芸術愛好家で，
文学にしろ，演劇にしろ，絵画彫刻にし
ろ，大変造詣が深かったことは知られて
いるが，音楽だけは苦手だと公言してお
り，自分が聴くのは何曲かのオペラに
限られていると語っている。しかも，フ

たち・なおひこ＝精神医学，精神分析
天理大学大学院臨床人間学研究科教授。著訳
書に，ウィニコット著『精神分析的探究 』，
ボラス著『精神分析という経験』（以上，岩崎
学術出版社），ウィニコット著『人間の本性』，
エイブラム著『ウィニコット用語辞典』（以上，
誠信書房）など。このほど，ボラス著『対象
の影―対象関係論の最前線』を監訳・刊行。

ボラスと音楽

館　　直彦　



ロイトはオペラを音楽として聴くよりは，
演劇の一形態として観ていたようである。
トゥーン伯爵の夢でフロイトは，モー
ツァルトの「フィガロの結婚」の一節を
口ずさんでいるが，それは音楽が好きだ
からということではなく，平民が貴族の
鼻を明かすボーマルシェの原作に共感し
てのことであると，自分自身で語ってい
る。フロイトが音楽を避けた理由につい
ては，情緒的な部分を揺り動かされるこ
とが嫌だったからでないかということが
最近では言われている。
　しかし，実のところ，精神分析と音楽
には様々な面で共通性がある，と考えら
れるのではないだろうか？
　ボラス先生は，精神分析にしても音楽
にしても，傾聴しなければ何も始まらな
い点を両者の共通点として指摘している。
そして，セラピーにおける語りは，音楽
の用語（音楽にも言葉がある）を使って
理解出来ること，具体的には調性，強弱，
調律，拍子，持続時間，音色，動機や和
声などといった用語を使って描写するこ
とが出来ると述べている。もちろん，音
楽の用語だけに限定する必要はなく，色
彩なども付け加えても良いのであるが。
また，先生は，一つの喩えとして，無意
識を交響曲のスコアに擬えることが出来
ると語っている。スコアでは，横軸は時
間軸であり音楽の流れだが，第一ヴァイ
オリンやチェロなどといったそれぞれの
パートは，それぞれ別個の旋律を奏でな
がら，全体としてはハーモニーを生み出
している。同じように，精神分析のセッ
ションでは連想は言葉として語られる

が，それらの言葉は音でもあり，関係性
でもある。このように同時に，様々な範
疇のものが流れて，それらが全体として
統合性を持っていることが，無意識とス
コアとの共通点である，ということにな
る。また，時には全く音を出さないパー
トがあったり，ブルックナーの交響曲の
ように全休符によって静寂が訪れる瞬間
もあるが，それはセッションの中の沈黙
と同じで，沈黙によって奏でられるもの
があると先生は述べている（彼はそれを

と名付けている）。静寂が生ま
れると，われわれは生物，無生物による
環境からの様々な音を耳にすることにな
るが，そうしたバイオミュージックの意
義も忘れてはならない，ということにな
る。音楽家の中には，風の音，虫の声な
どが苦手で，そうした環境音を邪魔と考
える人も居るようだが，先生は自然の音
が好きとのことであり，セッションでは，
沈黙の中でお腹がなる音ですら重要なエ
レメントになりうると述べている。そう
いう先生が，声楽には余り関心を向けた
ことがなかったと言われたのは少し意外
な気がしたが，人間は矛盾した存在だと
いうことなのだろう。
　ボラス先生のイディオムと形態
（フォーム）の理論もまた，音楽を通し
て理解すると分かり易いと私は思う。作
曲家の音楽的なイディオムはそのままで
は表現のしようがなく，楽曲という形態
を介して初めて表現される。しかし，楽
曲は演奏家が居なければ演奏されないの
で，演奏家のイディオムによって変形さ
れることを避けることは出来ない。その



ように変形されることによって初めてわ
れわれは聴くことが出来るのだが，演奏
家もわれわれが聴いているからこそ演奏
することが出来るのであり，われわれ
は演奏を聴くことによって変形される
が，演奏家もわれわれによって変形され
る，という関係が成り立っている。それ
故， よりも生演奏の方がインパクト
が大きいことになるが，精神分析におい
ても，その一回性が重視されるという点
は同じである。
　ちなみに，先生が好きな演奏家は，レ

オニード・コーガンとスヴャトスラフ・
リヒテルとのことである。どちらもロシ
アの演奏家だが，二人ともライブを得意
とし，超絶的な技巧を持ちながらも派手
なヴィルトゥオーゾというよりは禁欲
的なスタイルの演奏家である。先生は，
コーガンは曲の中に入ってくる点が他の
ヴァイオリニストとは大きく異なってい
ると，一方，リヒテルは一回一回の演奏
の即興性豊かで変形的なところが素晴し
い，と語っていた。

◇書評エッセンス◇

精神療法家として生き残

ること
コルタート著　館直彦監訳

　この本は精神分析関係の

翻訳書として，とてもユニ

ークな本である。いわゆる

古典でもなく，新しい理論

の紹介書でもなく，技法の

手引書でもない。むしろ，

しみじみとパーソナルで体

温の伝わってくるような，

ひとりの精神分析家，精神

療法家の職業的な，そして

幾分かは私的な生の形が表

現されている本である。こ

れはひとりの優れたセラピ

ストとしての著者が人生と

トレーニングと臨床とをど

のように生き残ってきたの

かをリアルに感じさせてく

れる本なのである。

　この本はいわばとても生

き生きとした本であり，リ

アルな本である。それゆえ，

読むときにちょっと注意が

必要である。この本がきわ

めて現実的な本であるとい

うことは，コルタートが生

き，実践していた英国の現

実に根ざしているというこ

とである。そのことは日本

の読者にとって届きがたさ

を感じさせる側面であるか

もしれない。

　彼女の思索と実践の背後

には，ビオンの影響が色濃

い。きわめて現実的で実践

的でありながら，極度に原

理的な問題に絶え間なく立

ち返る人間。コルタートは

そのような人物であり，そ

のような人物がそうである

ようにある種の孤独を抱え

ていたことが読み取れる。

　いずれにせよ，この本は

精神療法家として生きる，

ということがどのようなこ

とか，を切実に考えている

人にとっては大変面白い本

であることは間違いない。

（評者・藤山直樹＝上智大

学■精神分析研究 53巻１

号（2009）より抜粋）



ケースメント・デイズ

松木　邦裕　

　「ああ，この笑顔だ」。 年ぶりの出
会いのときに私は思った。懐かしくもあ
り，ずっと知っているとも感じさせる暖
かい笑顔がそこにあった。

　ことの起こりは，とある日の藤山直樹
先生との会話だった。お互い，個人オ
フィスを構えての開業精神分析臨床が
ちょうど十年になることを分かちあった
とき，それを記念して何か意義あること
をやってみようかと話が進んだのだった。
私たちふたりが共通して抱いている考え
に，精神分析は精神分析以外の何物でも
なく，精神分析実践の本質はプライベー
ト・プラクティスにあるというものがあ

る。その思いを多くの人と分かちあう機
会を作れるなら，それは有意義にちがい
ないと私たちは思った。
　そしてその頃，私は山田信氏と一緒に
ケースメントさんの最新著『人生から学
ぶ』の翻訳に取り組んでおり，完成のめ
どもついたところだった。また翻訳を通
して，彼の人生の始まりからの苦闘も顕
わに描いている『人生から学ぶ』にここ
ろから素晴らしさを感じているところ
だった。そこで，フルタイム・プライ
ベート・プラクティスを長年営んでいる
精神分析家であるケースメントさんに講
演に来てもらうことを私が提案し，藤山
先生も喜んで賛成してくれた。
　今や著名な精神分析家として，ロシア
を含むヨーロッパ各国，アメリカ，オー
ストラリアと世界各地で講演を要請され
ているケースメントさんだが， 歳を
機会に精神分析臨床から引退しているた
め，時間は以前より自由に使える立場に
彼はあるようだった。 メールでやりと
りしている私は彼に来日を打診し，二つ

まつき・くにひろ＝精神分析，精神医学
京都大学大学院教育学研究科，日本精神分析
学会会長。著訳書に『対象関係論を学ぶ』，『精
神分析体験：ビオンの宇宙』，ケースメント著
『患者から学ぶ』，『あやまちから学ぶ』（以上，
岩崎学術出版社），『私説対象関係論的心理療
法入門』（金剛出版），『精神病というこころ』
（新曜社）など多数。このほど，ケースメン
ト著『人生から学ぶ』を監訳・刊行。



返事で彼は引き受けてくれた。こうして
再会のときとなる， 年 月を迎
えることになった。

　東京でのセミナーはとても盛況だった。
同じ月の初めに精神分析学会大会が大阪
で開かれたにもかかわらず， 名を超
える臨床家に来ていただいた。
　ケースメントさんは，最初の講演をひ
とつのジョークから始めた。「私は『人
生から学ぶ』に私のライフストーリーを
著しましたが，もうひとつのライフス
トーリーがあります。それを話しましょ
う。あるとき母が私に，『パトリックは，
今は何をしているの』と訊ねてきました。
『何だと思う』と私は答えました。そし
たら母は，『パトリックは前はソーシャ
ル・ワーカーをしていたよね。それから
理学療法士になったと聞いたけど。それ
から，どうしたの。サイコーティック
になったんだよね』と言ったのでした。
そうです。私は資格を得て，サイコー
ティックになったのです」。
　ビオンもよく口にした英国人好みのマ
ゾキスティックな諧謔的ウィットに，笑
いは湧き上がったが，一挙に会場の空気
をくつろがせるほどのものにはならな
かった。彼は内心いさかがっかりしたに
違いない。これは，それから行う講演の
重い内容の前に聴衆をくつろがせておこ
うとする彼の気配りだった。
　セミナーの前日会ったとき，おそらく
かなり検討してみたであろうこのウィッ
トを彼は私に聴かせて，「どうだろう。
日本の人たちは面白がってくれるかな」

と私に尋ねた。私は似たような私自身の
体験もあり，面白いことを伝えたのだっ
た。私の場合は，私が心療内科から精神
科に移った後，母親に会う機会があると
母は私に，「邦裕は，会うたびにおかし
くなっている」と言ったものだった。内
科医であった自分の父親が好きだった母
親には，私が内科を辞めたことが悔しく
腹立たしかったにちがいない。おそらく
ケースメントさんの場合も，親族総出の
英国海軍軍人になることを彼の母親も望
んでいたのだろうと私はそのとき思った。
しかし私たちを精神分析という道に進ま
せたのは，まさに母親その人の在り方
だったのだ。私は口にしなかったが，そ
う思った。

　ケースメントさんの講演，私の
話，ケースメントさんの

（ケース・プレゼンテーショ
ンは妙木先生）と，藤山先生の味わい
豊かな司会のもと，セミナーは順調に進
んだ。そして最後にケースメントさんが
新著にも書いている，精神分析に方向づ
けられることになった彼の人生を語って，
セミナーは幕を閉じた。英国精神分析の
力量とケースメントさんの誠実で謙虚な
人柄が伝わるセミナーだったのではない
かと，内心私は満足していた。
　実は，この について
も，彼は事前に数時間をかけて検討し
ていたのである。何をどう伝えたらこの
ケースとの妙木先生のこれからの分析に
有用かを，じっくり考えていたのである。



　それからの日々，彼とマーガレット夫
人は日光を楽しみ，京都では京都大学で
講義をしてくれるとともに，秋の京都を
楽しんだ。そしてさらに南下して福岡で
のセミナーを終えた。
　その夜のお別れ夕食会の最中，彼は
「あなたへ」と言って，「御礼」と印刷
された赤のお祝儀袋を私に渡した。彼が
日本滞在のお礼に私にお金をくれようと
しているのかと私はひどくびっくりした。
受け取った私が戸惑っていると，彼は開
き式になっているその祝儀袋を再び手に
とっておもむろに開いた。そこには，彼
が手書きした私への感謝のことばが連ね
られ，最後に「 」と書かれてい
た。私はお祝儀袋イコールお金と日本の
常識で早とちりしてしまったが，彼は
「御礼」のお祝儀袋が感謝のこころの袋
であると考え，あえてその袋に書いて私

にくれたのであろう。お互いいささかず
れてしまってはいたが，彼の心遣いは何
よりうれしかった。
　翌日，ふたりはロンドンへの帰路に就
いた。帰る日まで，ふたりとも元気そう
だったので私はほっとしていた。どちら
も 歳を過ぎており，日程が詰込み過
ぎで過労気味ではないかと気になってい
たからである。あるいは，彼は英国海軍
軍人家族の心意気で元気さを保っていた
のかもしれない。いつも細やかなこころ
配りの人である。
　福岡を離れる日，空港ターミナルの手
荷物検査場を過ぎて搭乗口に向かうとき，
ひと際背の高い彼は振り返り，私たちに
やさしい笑顔で大きく手を振った。
　そうだ。ひとまず「さようなら，パト
リックさん」。

◇書評エッセンス◇

精神分析体験：ビオンの

宇宙
松木邦裕著

　「真実はこころの健康に

必須である」という言葉に

は誰もがドキリとするので

はないだろうか。本書から

は，ビオンが言ったこの言

葉に対する著者の強い思い

が一貫して伝わってくる。

　著者が記しているように，

本書は，「対象関係論を学

ぶ」の続編とも言える位置

付けだが，ビオンが描き出

すこころの世界，深遠で謎

に満ちた宇宙の中で，著者

が積み重ねてきたもの想い

を通して「新しい精神分析

を提示する試み」でもある

という点で，これまでの著

書とは異なる。視点の変換

によって二通りの読み方が

可能なのである。

　ビオンの言葉は，こころ

の奥底まで浸透し，ひとを

魅了する力がある。しか

し，臨床家は彼の信徒に留

まっていてはいけないので

ある。本書は，こうした著

者の考えや体験をビオンの

概念の魅力と共にたっぷり

と伝えてくれる（評者・湊

真季子＝西新宿臨床心理オ

フィス■臨床心理学 9巻 5

号（2009）より抜粋）



　ロバート・ストロロウは，コフート亡
き後の自己心理学の世界で，もっともア
クティブな論客として知られている。日
本でも，丸田俊彦先生がすでに 冊の
翻訳書を出しており，その明快な理論に
感銘を受けた方も多いかもしれない。
　実は，私は，カール・メニンガー精神
医学校への留学から帰国後，理論面では，
かなりわかった気になっていたが，実践
面で自信がもてなかったことと，クライ
アントのアグレッションに切り込んでい
くクライン学派より，相手の自己愛を満
たしていくというコフート学派のほうが，
自分の気弱なパーソナリティにあってい
る気がしたため，留学中，講演を聞いて
感銘を受けたストロロウに，スーパー
ヴィジョンをお願いすることにした。

　依存症といわれるかもしれないが，い
い年をして，やめるのが不安で，もう
年も続いている。これは，彼の理

論家としての側面より，そのプラグマ
ティックな臨床センスのほうに負う側面
が大きい（精神分析はテクニックでなく，
プラクティスだという彼の考え方は，丸
田先生訳による，ドナ・オレンジらとの
共著『間主観的な治療の進め方』に詳し
い）。
　もちろん，ストロロウが新刊を出すた
びに楽しみにして読んでいるのだが，今
回翻訳した『トラウマの精神分析』（原
題は， ）
は，これまでの彼の著書と多少趣が異
なっている。
　新著が出るたびに，彼の哲学への傾注
ぶりがより強まってくるという側面は確
かにある。
　しかし，それ以上に私が魅かれたのは，
彼自身の 年近くにわたるトラウマと
の苦闘が赤裸々に語られ，それをどう理
解し，その中でどう生きていく道を模索
したかを，我々の臨床のヒントとして伝

先生もですか？ 

和田　秀樹　

わだ・ひでき＝精神分析，精神医学
国際医療福祉大学大学院臨床心理学専攻教授。
著訳書に，オグデン著『「あいだ」の空間―
精神分析の第三主体』（新評論），『多重人格』，
『自己愛の構造』（以上，講談社）『〈自己愛〉
と〈依存〉の精神分析』（ 研究所）など
多数。このほど，ストロロウ著『トラウマの
精神分析―自伝的・哲学的省察』を翻訳・刊行。



えてくれることだ。
　最愛の妻を突然病魔で失い，しかも朝
起きたら彼のベッドの隣りで死に絶えて
いたというショッキングな体験に際し，
ストロロウを苦しめたのは，自分だけは
別世界の人間になってしまい，ほかの誰
も自分のことがわかることはないだろう
と感じる疎外感だった。
　結論的に，自分と似たような体験をし
ている人との絆を作り，自分の心の荒廃
状況を心から理解してもらうことが立ち
直りに大きな力になること，「同じ闇の
中の同胞」をもつ意義を説くことで，本
書は結ばれている。
　ここで，ストロロウは若いころからの
共同研究者，共著者であるジョージ・ア
トウッドに別の意味を見出す。子供のこ
ろに母親を失い，自分もぼろぼろになり
ながら，嘆き悲しむ父親や兄弟の支え役
になるという役割を担ったジョージなら
自分のことをわかってくれると。かくし
て，二人は「闇の中の兄弟」であること
を確認する。こういう人の存在が，いつ
トラウマ体験，喪失体験を迎えるかわか
らない，誰もが確実に死ぬ人間世界を生
き抜く基礎になる。
　自己心理学の立場で言うと，これはコ
フートのいう双子転移，相手も同じ人間
であってほしいという情緒的希求の新た
な意味の発見である。
　コフートは，患者の治療者に求める基
本的な心理ニーズを，当初は，自分を認
めてくれる「鏡」への希求と，そばにい
るだけで自分まで強くなったと感じさせ
てくれる「理想化」対象への希求だけだ

としていたのだが，晩年になって「双
子」の大切さを主張した。
　病魔に苛まれ，死を覚悟するという個
人的な体験から，コフートにこの心理が
生じたのかどうかは定かではない。ただ，
いくつかの論文や講義で，病を抱えてい
たり，年老いてくると，人間はより自己
愛的になるし，特有の心理ニーズをもつ
ということは触れている。
　私自身，本業は老年精神医学であるた
め，患者さんが，自分は元の人間ではな
くなったかのような感覚をもったり，誰
にもわかってもらえなくなったという疎
外感を往々にして感じることは，よく実
感させられる。
　そういう際に，若くて元気な精神科医
などに，自分の気持ちなどわかるはずが
ないと思われていることは少なくない。
　この治療の手詰まりにおいて，何かの
拍子に「先生もですか？」と感じてもら
えると展望が開けたり，関係性が深まる
ことは，私にとって現在進行形の発見で
ある。
　ストロロウの今回の著書は，それが喪
失体験にもあてはまるとしたものだが，
よくよく考えてみると，私自身の人生体
験とも重なる。
　小学校を 回も転校して，どこにいっ
ても仲間はずれ。変わり者が多いと思っ
て入った灘中学校や東京大学でもやはり
変わり者扱いを受け，医者の世界でもあ
まり適応もできず，医局なるものを知ら
ない上に，さまざまな副業を行う一匹狼
の人生。そういうのを勝手に羨む人もい
るようだが，こちらの疎外感はなかなか



治まらない。
　アメリカ留学中は，さらに言葉がうま
く通じず，日本の常識が通じない体験で，
被害妄想的にすらなってしまった。
　そういう際，患者が治療者のことを
「先生もですか？」と感じられた際に，
多少の安堵を得るというコフートの双子
転移について読んだときに，これこそが
私のテーマと思い，私の最初の

の論文は，異国体験
の疎外感と双子転移の，二つ目は高齢者
の精神療法における双子転移の意義につ
いてのものになった。これが日本では
まったく認められず，疎外感の原因に
なっているが，私の臨床を支えているこ

とは確かである。
　精神分析療法が他の精神療法，たとえ
ば認知療法と何が違うかといって，患者
の情動にフォーカスをおくことだとスト
ロロウは言う。
　その中で，双子体験のウエイトが高い
というのが私の信念だ。自己開示の問題
も，その文脈から考えると別の視点が開
けるだろう。
　精神分析というのは，「先生は特別」
というスタンスに思われがちだが，私は，
「先生もですか？」と感じられるような
治療者でありたい。これは当分変わりそ
うもない。

◇書評エッセンス◇

夢見の拓くところ
オグデン著　大矢泰士訳

　この本は，「語らおう

という欲求ほど，根底的

に，明確に人間的なものは

ほかにない」とするオグ

デンの，さまざまな語ら

い をめぐる

本である。中でも，無意識

と前意識とのフロンティア

（境界領域）で生起する心

理的作業であり，睡眠中で

あれば夢見 ，覚

醒時の生活であればもの想

い という形をとる，

その，「自分自身との持続

的な語らい」こそが，まさ

に人間として生きているこ

との核心にあると考えるオ

グデンは，本書において，

「私のもの想いを，私自身

の無意識的体験だけでなく，

被分析者と共同で創造した

無意識的体験に由来する，

覚醒中の夢生活として扱う

ことは，私の分析過程の概

念の根本をなしている」と

語る（第 章）。

　これまでのオグデンの著

作の中で，おそらく本書が

もっとも読みやすいと思う。

特に，「もの想いとはオグ

デンにとって何か」の理解

をさらに一歩深めるのに役

に立つ。これまでオグデン

を読みながら，もうひとつ

手ごたえを得られないまま

に居た人々，そして，これ

までオグデンに関心を持ち

ながら何となく足踏みして

いた方々には，見逃して

欲しくない本である。（評

者・丸田俊彦＝サイコセラ

ピー･プロセス研究所■精

神療法 35巻 3号（2009）

より抜粋）
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円　新興医学出版

社
子どものリスクとレジリエ
ンス　フレイザー　門永
朋子他訳　Ａ５　
円　ミネルヴァ書房
子どもの自尊感と家族　汐
見稔幸　Ｂ６　 円
金子書房
コミュニティ科学―技術
と社会のイノベーション
金子郁容他編　Ａ５　

円　勁草書房
思春期・青年期への精神分
析的アプローチ　乾吉佑
Ａ５ 円 遠見書房
自傷とパーソナリティ障
害　川谷大治　Ａ５　

円　金剛出版
施設で暮らす子どもたち
の成長　大塚類　Ａ５

円　東京大学出版
会
質的研究のための現象学入
門　佐久川肇他　Ｂ５　

円　医学書院
児童虐待―父・母・子への
ケアマニュアル・東京方
式　犬塚峰子他　Ａ５　

円　弘文堂
歳からの“こころ”学
高岡健　Ｂ６　 円
青灯社
障害のある子ども・家族と

コミュニティケア　黒田
学他編　Ａ５　 円
クリエイツかもがわ
少年事件―心は裁判でどう
扱われるか　高岡健編　
Ｂ６　 円　明石書
店
事例でわかる心理検査の伝
え方・活かし方　竹内健
児編　Ａ５　 円　
金剛出版
心的イメージとは何か　コ
スリン　武田克彦監訳　
Ａ５　 円　北大路
書房
心理療法序説　河合隼雄
　河合俊雄編　Ａ６　

円　岩波書店
精神疾患と認知機能　精神
疾患と認知機能研究会　
Ｂ５　 円　新興
医学出版社
セラピストのための自殺予
防ガイド　高橋祥友編　
Ａ５　 円　金剛出
版
だいじょうぶ自分ででき
るこだわり頭（強迫性障
害）のほぐし方ワークブ
ック／だいじょうぶ自分
でできる後ろ向きな考え
の飛びこえ方ワークブッ
ク　ヒューブナー　上田
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します。
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不許複製

勢子訳　Ｂ５　各
円　明石書店
食べる（行動科学ブックレ
ット）　青山謙二郎　Ａ
５　 円　二瓶社
地域臨床心理学　日本臨
床心理学会編　Ａ５　

円　中央法規出版
逐条解説・子どもの権利条
約　喜多明人他編　Ａ５

円　日本評論社
統合失調症の精神症状論　
村上仁　Ｂ６　 円
みすず書房
統合失調症の人の気持ちが
わかる本　伊藤順一郎監
Ｂ５　 円　講談社
統合失調症と宗教　星川啓
慈他　Ａ５　 円　
創元社
ドメスティック・バイオレ
ンスから子どもを守るた
めに　ジャッフェ　岩本
隆茂他訳　Ｂ６　
円　培風館
日本版 （子ども用
トラウマ症状チェックリ
スト）の手引き　西澤哲
他　Ａ５　 円　金
剛出版
認知症の「みかた」　三
村將・山鳥重　Ａ５　

円　医学書院
脳卒中サバイバル　東山あ
かね　Ｂ６　 円　
新曜社
脳の中の「わたし」　坂井
克之・榎本俊二　Ｂ６　

円　講談社
発達障害のある子を支援す

る教育　姉崎弘　Ａ５　
円　ナカニシヤ出

版
とトラウマの心理

療法ケースブック　ロス
チャイルド　久保隆司訳
Ａ５　 円　創元社
フロイト全集〈 〉 －

年　高田珠樹他訳　
Ａ５ 円 岩波書店
ペアレント・トレーニング
―発達障害の子の育て方
がわかる！　上林靖子監
Ｂ５変　 円　講談
社
方法としての治療構造論
　狩野力八郎　Ａ５　
　 円　金剛出版
みんなの精神医学用語辞
典　松下正明　Ｂ６　

円　弘文堂
質的研究と記述の厚み　木
下康仁　Ｂ６　 円
弘文堂
臨床心理アセスメントの
基礎　沼初枝　Ａ５　

円　ナカニシヤ出
版
臨床心理士の基礎研修―フ
ァーストステップ・ガイ
ダンス　日本臨床心理士
会編　Ａ５　 円　
創元社
臨床医が語る認知症の脳
科学　岩田誠　Ｂ６　

円　日本評論社
■寄贈本
カウンセリングのエチュー
ド　岡村達也ほか　四六

円　遠見書房


